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１４

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

リ
レ
ー
こ
ら
む

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員

が
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
参
画
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
、
文
章
の
苦
手
な
上
、い
つ
も
別
の
用
事
と
重

な
り
出
席
率
の
悪
い
私
に
と
っ
て
は
、
避
け
て
通
れ

る
も
の
な
ら
ば
、と
思
っ
て
い
た
「
リ
レ
ー
こ
ら
む
」
で

し
た
。

　
四
十
年
以
上
、
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
と
付
き
合
い

な
が
ら
組
織
の
中
で
仕
事
を
し
て
き
た
私
で
す
が
、

我
々
が
働
き
盛
り
の
こ
ろ
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

夫
婦
共
稼
ぎ
家
庭
は
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
低
か

っ
た
た
め
「
夫
は
外
で
元
気
に
働
き
、
妻
は
子
供
や

家
庭
を
守
る
」
と
い
う
役
割
分
担
が
、
抵
抗
も
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。

　
し
か
し
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
女
性
の
社
会

進
出
が
急
激
に
進
み
、
夫
婦
共
稼
ぎ
家
庭
と
妻
が

非
就
業
者
家
庭
で
あ
る
率
は
、
平
成
三
年
を
境
に

逆
転
し
、
平
成
十
四
年
度
の
「
労
働
力
調
査
」
の
資

料
で
は
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
共
稼
ぎ
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
状
況
の
変
化
を
受
け
入
れ
、
職

場
、
家
庭
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
つ
い
て
、

男
性
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
子
供
も
含
め
て
、
共
に
理

解
し
助
け
合
う
社
会
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
「
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
真
剣
に
考
え
る
べ
き
だ
と
、は
ず
か
し
な
が
ら

委
員
会
参
加
の
中
で
学
び
、
頭
の
切
り
替
え
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

　
頭
の
切
り
替
え
と
い
え
ば
、こ
ん
な
事
例
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
食
生
活
関
係
の
教
育
テ
キ
ス
ト
の
中

に
、
家
庭
の
夕
食
時
の
挿
絵
が
あ
り
、
そ
の
絵
は
お

母
さ
ん
が
エ
プ
ロ
ン
姿
で
勝
手
で
料
理
を
作
っ
て
い

る
、
お
父
さ
ん
は
風
呂
あ
が
り
姿
で
肴
を
つ
ま
み
に

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
、
子
供
は
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

と
い
っ
た
様
子
の
挿
絵
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
　

　
し
か
し
、こ
の
絵
の
中
で
は
女
性
は
料
理
を
作
る

役
割
、
女
性
は
家
事
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
。
男
性
は
食

べ
る
役
割
（
男
性
は
家
事
を
し
な
く
て
も
よ
い
イ
メ

ー
ジ
）
を
強
く
印
象
づ
け
る
描
き
方
で
あ
る
と

し
て
、
あ
る
県
の
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
係
宛

に
投
書
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
そ
れ
に
子
供
も
一
緒
に

勝
手
に
立
っ
て
い
て
、
出
来
る
仕
事
を
分
担
し
あ
い

夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
様
子
の
挿
絵
に
差
し
替

え
べ
き
、と
の
投
書
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
世
の
男
性
諸
君
こ
れ
は
一
つ
の
例
に
過
ぎ

ま
せ
ん
、
古
い
頭
の
切
り
替
え
は
難
し
い
も
の
で
す

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
、
真
剣

に
考
え
る
べ
き
と
き
が
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　 

 
 
 
 

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
中
村
武

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
は

　
　
　
　
　
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
て
き
た
！

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
は

　
　
　
　
　
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
て
き
た
！

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
は

　
　
　
　
　
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
て
き
た
！

　
２
０
０
５
年
２
月
に
内
閣
府
が
公
表
し
た
「
男

女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
お
け

る
「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、

調
査
開
始
以
来
初
め
て
反
対
す
る
比
率
が
賛
成
を

上
回
り
ま
し
た
（
図
１
）
。
前
回
調
査(

14
年)

で

は
賛
成
と

反
対
が
同

じ

47
.

０

％
で
し
た

が
、
今
回
調

査
で
は
賛

成

45
.

２

％
、
反
対
48

.
９
％
で

し
た
。
こ
の

設
問
は
、「

男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」

が
当
た
り
前
の
役
割
分
担
で
あ
る
と
考
え
る
固
定

的
役
割
分
担
意
識
を
は
か
る
指
標
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
は
こ
の
考
え
方
に
賛

成
す
る
人
の
ほ
う
が
多
く
（
賛
成
49
.
８
%
、
反
対

43
.
３
％
）
、
女
性
は
反
対
す
る
人
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
反
対
53
.
８
%
、
賛
成
41
.
３
％
）

　
し
か
し
、
男
性
の
回
答
を
前
回
調
査
と
比
べ
る

と
、
男
性
で
も
賛
成
す
る
比
率
が
減
っ
て
反
対
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
男
女
と
も
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
固
定
的
役
割
分
担
意
識
を
も
つ
人
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
固
定
的
役
割
分
担

意
識
に
よ
り
、
人
々
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
を
奪
っ
た
り
、
一
定
の
役
割
を
押
し
つ
け
た

り
す
る
と
い
っ
た
支
障
を
生
ず
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
意
味
で
こ
の
意
識
の
変
化
は
望
ま
し
い
こ
と

と
い
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
男
女
個
々
人
が
「
仕

事
と
家
庭
の
両
立
」
「
家
庭
優
先
」
な
ど
、
ど
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
る
か
は
個
人

が
決
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」
結

果
（
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
課
）
か
ら
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図1　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきという考え方について
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１５

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

アメリカの学会で発表　「ミヤマシジミとクロオオアリの共生関係の新しい型について」

アースウォッチプロジェクト7月も大きな成果

ショート・ニュース

　8月２～７日にアリゾナ州シエラ・ビスタ市で開かれたThe Lepidopterists' Society（60ヵ国に約1800人の会員）の

総会で、7日に上記の「On the new type of symbiosis between Reverdin's Blue and Camponotus ant」という

タイトルで発表することが出来ました。6年前に同じ会場で開かれた５０周年記念大会で初めてポスター発表したり、事

務局も同じ２人ということもあり申し込んでなかった5日のバーベキューパーティーにも招待

頂いたり、６日の懇親会でも遠くから参加してもらった３人（他はドイツとロシア）の中で最初

に会長さんから紹介頂くなど優遇頂きました。また、今回は口頭発表ということで緊張しました

が、6年前の知人が声をかけて下さったり、今回新たに友人ができたりと有意義な大会でした。発

表は、2003年に観察した１頭のクロオオアリが１頭のミヤマシジミの幼虫から成虫になるまで、

ほほ専属的に面倒をみるという内容で、ビデオ画像も交えた約１４分の発表でした。３名から興

味深い質問も頂き、終わったあとも５名ほどから「大変興味深かった」「とてもきれいな写真」な

どの評価をいただきました。会長さんからも「ありがとう」といっていただいたり、来年の大会事

務局長フロリダ大学のエメルさんからも「来年も是非来て下さい」といっていただき、自信にな

ると同時にとても嬉しく思いました。

　大会が終わった翌日は、事務局長のオプラーさんから紹介してもらったベルストックさんに特別エコツアーに連れて

いってもらいました（一人だけで見たいものを案内していただきました）。まずは、ハチドリ

(Humming Bird）をみたことがなかったので３ヶ所案内して頂き、その間にチョウやトンボも観

察することが出来、快晴に恵まれたこともあり国立公園の雄大な景色を満喫出来、大変充実した

１日でした。中でも最も良い観察地は彼の家の庭で、ハチドリが目の前を飛ぶベランダで手作り

のチキンサンドを頂くという贅沢ぶりでした。翌日はタクシーをチャーターして、砂漠地帯の鍾

乳洞と宇宙生活実験施設バイオスフェア２の各1時間のツアーに参加し、最後にアリゾナ砂漠博

物館でほとんどが野外でそのまま、一部は飼育施設内で、植物や鳥やチョウなど多くの生き物を

見ることができました。移動に１００ｋｍは普通という広いアメリカでしたが、エコツアーや施設ごとのツアーの実情も

見られ大変勉強になりました。

　毎月大きな成果を挙げているアースウォッチプロジェクトも、今年の第３回目が7月２３・２４日に行われ、4名のボラ

ンティア（1名は２年前の最初のチーム１の参加者、もう１名も同じくチーム２の参加者でした）に参加頂き大きな成果を

挙げました。23日は、Ｄ地区と呼んでいる場所で、ミヤマシジミの幼虫と共生してい

るアリの分布を調べていただき、24日にはＢ・Ｅ地区で幼虫のマーキング調査と幼虫

・成虫の分布調査をしていただきました。２回目の発生の後期ということで幼虫の数

は多くはなかったのですが、蛹が見つかったり、共生しているアリの行動も観察する

ことが出来ました。また羽化したばかりの成虫もマーキングすることが出来ました。

また、この中で「富士山麓絶滅危惧チョウ類」プロジェクトを国際プロジェクトにし

たいという話も出てきて、事務局も乗り気で下記の講演会の時に一次審査の書類ま

で頂いています。

　世界から注目されると同時に日本の貴重な財産としての富士山の自然を大切にしたいと思っています。

　・�8月１７日に東京の「丸の内さえずり館」でビジネスマン向けの講演会が行われ、「消えゆくチョウを守る」と題して渡

　　辺が講演を行いました。定員40名を5名も上回る盛況で熱心に聞いて頂きました。

　・�NHKによる富士山麓の自然についての撮影も、7月28日朝３時のミヤマシジミの羽化の撮影でほぼ終わり、編集作業　

　に入っています。１０月に２５分番組として放映される予定です。

　・�今年最後のチョウのアースウォッチプロジェクトが8月２０・２１日に行われ鳥取・和歌山・愛知などから定員一杯の

　　８名の参加を頂きました。詳しくは来月号で報告いたします。
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１６

町
防
災
無
線
の
対
応
に
つ
い
て

今
月
の
新
庁
舎
企
画

今
月
の
新
庁
舎
企
画

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
１
０
０
キ
ロ
踏
破
、
写
真
展
」

「
１
０
０
キ
ロ
踏
破
、
写
真
展
」

◆
日
程
　
９
月
13
日
（
火
）～
29
日
（
木
）

　
７
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で

の
３
泊
４
日
、
小
学
５
・
６

年
生
１
０
０
名
あ
ま
り
が
歩

い
て
富
士
山
を
一
周
し
た
、

夏
休
み
恒
例
の
「
１
０
０
キ

ロ
踏
破
」
。
初
日
の
26
日
は

台
風
に
よ
る
「
ど
し
ゃ
降
り
」

の
中
を
出
発
、
翌
日
か
ら
炎

天
下
の
中
を
ひ
た
す
ら
歩
い

た
、
1
0
0
人
の
子
ど
も
達

の
軌
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
町
の
合
併
を
祝
っ
て
の
「
町
の
誕
生
日
イ

ベ
ン
ト
」
、
今
年
は
昨
年
ま
で
９
月
に
開
催

し
て
き
た
「
い
き
い
き
河
口
湖
ま
つ
り
」
も

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
流
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
会
場
は
、
勝
山
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
と
さ
く
や
ホ
ー
ル
を

使
い
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
中
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
是
非
、
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

企
画
課
�
72-

6
0
2
3)

今
年
の
町
制
祭

　
「
町
の
誕
生
日
イ
ベ
ン
ト
」
は
、

　
　
11
月
13
日
（
日
）
に
行
い
ま
す
！

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
！

富
士
河
口
湖
町
防
災
行
政
用
無
線
局
（
固
定
系
）

運
用
細
則

　
過
日
あ
る
町
民
の
方
か
ら
、
防
災
無
線
の
内
容
と
時

間
帯
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
「
防
災
で
な

い
内
容
を
朝
の
早
い
時
間
に
流
す
必
要
が
あ
る
の
か
」

な
ど
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　
町
で
は
、
下
記
の

防
災
行
政
用
無
線
局

管
理
運
用
規
則
に
基

づ
き
放
送
を
流
し
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

こ
の
運
用
規
則
を
お

示
し
し
ま
す
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
放
送
の
内
容

で
す
が
、
行
政
用
無
線

と
い
う
こ
と
で
、
行
政

運
営
や
地
域
行
事
等

に
つ
い
て
の
放
送
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
過
剰
的

な
放
送
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
具

体
的
な
放
送
と
し
て
、
毎
月
20
日
に
「
行
政
相
談
・
心

配
ご
と
相
談
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
周
知
が
徹
底
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
９
月
か
ら
の
放
送
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
下
さ
い
。

　
ま
た
、
防
災
行
政
用
無
線
に
関
す
る
質
問
や
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
申
し
出
て
下
さ
い
。

●
問
合
先
；
町
役
場
管
理
課
（
℡
72
‐
6
0
1
3
）

　
　
　
　
　
又
は
企
画
課
　
（
℡
72
‐
6
0
2
3
）

第
２
条
（
通
信
の
種
類
）

　
通
信
の
種
類
は
、
定
時
通
信
及
び
緊
急
通
信
と
す
る
。

第
3
条
（
通
信
事
項
）

　
通
信
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る

（
１
）
地
震
、
火
災
、
台
風
等
の
非
常
事
態
に
関
す
る
も
の

（
２
）
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
に
関
す
る
も
の

第
4
条 

（
通
信
時
間
）

　
通
信
時
間
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
１
）
定
時
通
信
は
、
一
般
通
報
お
よ
び
チ
ャ
イ
ム
通
報

　
　
と
し
、
一
般
通
報
は
毎
日
7
時
20
分
及
び
19
時
20

　
　
分
に
行
な
い
、
チ
ャ
イ
ム
報
送
は
、4
月
1
日
か
ら

　
　
10
月
31
日
ま
で
は
11
時
及
び
18
時
、
11
月
1
日
か

　
　
ら
3
月
31
日
ま
で
は
11
時
及
び
17
時
と
す
る
。

（
２
）
緊
急
通
信
は
、
災
害
そ
の
他
の
緊
急
を
要
す
る
事

　
　
態
が
発
生
し
、
又
は
発
声
が
予
測
さ
れ
る
と
き
通

　
　
信
す
る
。

（
３
）
通
信
は
、
緊
急

　
　
通
信
を
除
き
、

　
　
3
分
以
内
に
行

　
　
う
よ
う
努
め
な

　
　
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
。

　
　
　

　

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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１７

　今般、「住基ネット個人情報保護法に基づく緊急

通達」という題名の文章が、「総務省認可特殊法人

全日本住基ネットワークサービス個人情報保護対策課」

と名乗る団体から「総務省認可の通達書」として、

複数の市区町村の住民あてに送付されているという

情報がありました。

　このような認可法人はそもそも存在せず、また「『住

民基本台帳ネットワークシステム個人情報保護法』

に基づく刑事告訴を含む法的手段」及び「総務省認

可の通達書」というのは全くの虚偽ですので、仮に、

当該団体から文章が送付されたとしても当該団体に

連絡をとる必要は一切ありませんので、ご注意下さい。

●�問合せ・連絡先

　　総務省自治行政局市町村課住民台帳係

　　　電話：０３－５２５３－５５１７

　　　FAX：０３－５２５３－５５２０

　長きに渡り、皆様にご利用いただきました甲府地

方法務局都留支局は平成17年11月7日付けをもちまし

て、大月出張所と統合し、統合と同時に大月市へ移

転するとともに名称を大月支局と変更することにな

りました。

　都留支局の統合日及び都留支局で取り扱ってまい

りました事務につきましては左記のとおりとなりま

すのでお知らせします。

　１．�都留支局での最終の業務日

　　　　平成17年11月4日（金）午後5時まで

　２．�都留支局の業務を引き受ける庁

　　　（１)甲府地方法務局大月出張所（大月支局　

　　　　　に名称変更予定）が引き受ける業務

　　　　  ①戸籍、国籍、供託、人権の各業務

　　　　　②都留市、道志村、上野原市秋山に関す

　　　　　　る登記事務

　　　（２)甲府地方法務局吉田出張所が引き受ける

　　　　    業務

　　　　　・西桂町に関する登記事務

　３．引受庁の所在及び電話番号

　　　（１）甲府地方法務局大月支局

　　　　　　〒401-0012　

　　　　　　大月市御太刀2丁目8番10号　

　　　　　　　　大月地方合同庁舎

　　　　　　　℡　０５５４‐２２‐０７９９

　　　（２）甲府地方法務局吉田出張所

　　　　　　〒403-0005　

　　　　　　富士吉田市上吉田３‐９‐13　

　　　　　　　℡　０５５５‐２２‐００２５

　建築物の外壁の仕上げに多く用いられているタイ

ル外壁やモルタル塗り外壁などは、年数が経過する

と老化し、ひび割れや浮き上がりなどによって外壁

の剥落につながることがあります。

　今年の６月に東京のオフィスビルで外壁落下によ

り２名の負傷者が出るといった事例のように、外壁

落下により思わぬ事故が発生し、社会的な責任も問

われる場合があります。また、老朽化が進んでいな

い建物でも、道路沿いに外壁が面している建物や高

層の建物は、地震により外壁が落下して思わぬ事故

を起こすことがありますので、専門家（建築士又は

施工者）と相談し、異常が認められたときは早急に

補修･改修をしましょう。

●問合先　町役場建設課都市計画係　

　　　　　　　　　　　　　電話　72‐１１７９

　市民の皆様の意見要望を警察行政に反映させ、ま

た警察署の活動にご理解をいただき、そして警察署

と住民が一体となって「安全で安心な地域社会」を

築くための機関として平成13年6月に「警察署協議会」

が設置されました。警察署協議会は、警察署の仕事

の進め方について住民の皆さんの考えを伺い、同時

にどういう仕事をしているかについて住民の皆さん

などに説明し、理解と協力を求める場でもあります。

警察と住民の皆さんなどが相互に理解を深めることが、

警察署協議会運営の基本です。

　この協議会には、左記８名の方々を委員として委

嘱しております。警察に対するご意見・ご要望があ

れば次の委員の方に気軽に意見等をお寄せ下さい。

　勝俣　貢、渡辺日出男、須藤繁（富士吉田市）、

　渡辺晴美（富士河口湖町）、

　田辺信義、大森孝泰（忍野村）、

　長田清猛（山中湖村）、伊藤正一（上九一色村）

「総務省認可特殊法人全日本住基ネットサービス」を
名乗る団体による虚偽の文章にご注意下さい。

甲府地方法務局都留支局
統合のお知らせ

富士吉田警察署協議会について

あなたの建物の外壁は安全ですか

17年度
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
勝
山
記
と
鵜
の
島

こ
ろ
び
い
し

　
「
夢
の
よ
う
に
ポ
ッ
カ
リ
浮
か
ぶ
鵜
の
島
」
、「
河
口

湖
に
は
鵜
の
島
が
よ
く
似
合
う
」
。
こ
の
鵜
の
島
の
名

前
は
文
献
で
み
る
限
り
勝
山
記
に
永
正
13
年（
1
5
1
6

年
）
に
見
え
て
い
る
。

　
由
来
と
い
え
ば
、
こ
れ
よ
り
ず
う
っ
と
遡
る
の
で

あ
ろ
う
。
今
現
在
は
鵜
の
鳥
が
１
羽
も
棲
ん
で
い
な

い
、
鵜
の
島
だ
け
の
名
だ
け
残
っ
て
神
秘
的
な
美
し

い
景
色
を
見
せ
て
い
る
。

　
昔
、
古
老
の
話
で
大
石
村
と
勝
山
村
で
鵜
の
島
の

争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
さ
ん
ざ
ん
争
っ
た
挙
句
遂

に
地
質
で
裁
決
を
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
調

べ
た
結
果
、
大
石
は
真
土
で
鵜
の
島
に
転
が
っ
て
い

る
石
は
「
め
ヽ
石
」
と
い
う
こ
と
、
勝
山
の
石
と
い
え

ば
「
火
山
灰
土
」
で
焼
石
（
溶
岩
）
だ
と
い
う
こ
と
で
と

う
と
う
大
石
の
領
分
と
な
っ
た
逸
話
が
あ
る
。
名
の

知
れ
た
大
岡
越
前
守
で
も
裁
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
・・・

「
め
ヽ
石
」
と
い
え
ば
つ
い
で
に
付
け
加
え
る
と
勝
山

の
宿
通
り
に
転
石
と
い
っ
て
若
衆
が
力
比
べ
を
す
る

石
が
あ
っ
た
。
今
は
力
比
べ
を
す
る
も
の
は
な
く
石

は
行
方
不
明
で
あ
る
が
こ
の
石
が
「
め
ヽ
石
」
で
鵜
の

島
か
ら
運
ん
で
き
た
も
の
だ
と
聞
い
て
い
た
。

　
永
正
12
年
、
甲
斐
国
中
に
お
い
て
西
部
の
豪
族
大

井
信
達
は
、
信
虎
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
た
秋
に
信

虎
22
歳
、
大
井
氏
は
、
武
田
信
武
（
10
代
）
の
子
信
明
を

祖
と
し
て
大
井
荘
（
甲
西
町
）
一
帯
を
領
し
た
武
田
一

族
で
あ
る
。
信
虎
は
大
軍
を
引
き
連
れ
て
、
信
達
の
本

拠
椿
城
を
攻
め
た
。
信
達
は
城
の
ま
わ
り
に
深
田
を

つ
く
り
信
虎
軍
が
、
深
田
に
は
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
伏
兵
に
よ
っ
て
矢
攻
め
に
し
、
信
虎
軍
は
大
敗
、
信

虎
は
そ
の
あ
と
態
勢
を
立
て
直
し
て
、
信
達
を
攻
め

た
の
で
信
達
は
今
川
氏
に
加
勢
を
頼
ん
だ
。（
勝
山
記

永
正
12
年
参
照
）
今
川
軍
（
駿
河
勢
）
は
勝
山
城
（
中
道

町
）
を
占
拠
し
て
、
乱
暴
狼
藉
の
極
ま
り
を
つ
く
し
、

そ
の
余
波
が
郡
内
地
方
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
郡

内
地
方
は
信
虎
と
今
川
の
争
奪
の
地
と
な
り
、
今
川

の
拠
点
は
富
士
吉
田
の
城
山
で
あ
っ
た
。

　
駿
河
勢
の
地
方
に
お
け
る
暴
挙
の
様
子
を
さ
ぐ
っ

て
み
よ
う
。

　
補
給
路
を
も
た
な
い
今
川
軍
は
略
奪
の
軍
事
集
団

で
あ
っ
た
。
村
を
襲
い
火
を
放
っ
て
食
糧
を
奪
い
、
婦

女
子
を
辱
め
、
逆
ら
う
も
の
は
容
赦
な
く
虐
殺
し
た
。

信
虎
の
館
付
近
に
火
を
放
ち
、
信
虎
自
身
一
時
恵
林

寺
に
逃
げ
込
ん
だ
ほ
ど
で
、
言
説
に
つ
く
し
が
た
い

暴
虐
の
限
り
を
つ
く
し
た
。
郡
内
地
方
も
こ
の
余
波

で
噂
に
脅
え
て
い
た
。

　
御
坂
を
越
え
て
き
た
の
か
駕
篭
坂
峠
か
ら
侵
入
し

た
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
吉
田
城
山
を
占

拠
し
た
今
川
軍
と
郡
内
の
衝
突
は
、
永
正
13
年
12
月

も
終
わ
り
の
26
日
午
前
10
時
で
あ
っ
た
。

　
時
は
年
の
暮
れ
、
多
忙
な
時
で
あ
っ
た
が
、
湖
周
辺

の
地
下
人
（
一
般
の
人
）
は
今
川
勢
の
侵
入
を
避
け
て

鵜
の
島
で
越
年
と
な
る
。厳
寒
の
旧
12
月（
新
暦
１
月
）、

防
寒
食
糧
、
警
戒
等
た
い
へ
ん
な
事
態
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
勝
山
記
永
正
14
年
『
小
林
尾
張
入
道
殿
荒
蔵

へ
出
陣
シ
玉
フ
、
然
間
正
月
２
日
ヨ
リ
城
ヲ
責
メ
ル

事
強
盛
ニ
テ
ツ
イ
ニ
、
正
月
十
二
日
夜
引
申
候
、
サ
ル

間
先
方
（
追
撃

ノ
一
番
手
）
ツ

イ
ニ
切
勝
テ
吉

田
自
他
国
一
和

ニ
定
ナ
リ
』
と

約
半
月
の
間
鵜

の
島
避
難
だ
っ

た
の
か
。

　
天
文
23
年
勝

山
記
『
此
年
ノ

拾
月
信
濃
（
知
）

千(

知)

久
殿
ヲ

ヤ
子
三
人
以
上

八
人
大
原
ノ
島

ヘ
ナ
カ
サ
レ
給
フ
大
原
地
下
衆
三
人
番
ニ
被
成
守
リ

申
候
』
と
大
原
の
島
と
は
即
ち
鵜
の
島
で
あ
る
。

　
天
文
22
年
は
、
第
１
回
川
中
島
合
戦
が
更
級
郡
八

幡
で
あ
っ
た
年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
甲
越
軍
と
も
小

競
合
で
あ
っ
た
。

　
天
文
23
年
、
伊
那
の
神
之
峰
城
主
知
久
頼
元
父
子

は
武
田
方
に
反
旗
を
ひ
る
が
え
し
、
神
之
峰
城
に
立

て
こ
も
っ
た
。
そ
の
数
約
三
千
、
武
田
晴
信
７
月
24
日

伊
那
へ
向
け
て
出
陣
、
神
之
峰
城
（
飯
田
市
上
久
野
）

攻
撃
、
城
内
で
の
乱
闘
５
時
間
、
知
久
父
子
３
人
（
知

久
大
和
守
頼
元
、子
息
四
郎
佐
衛
門
尉
頼
康
、与
四
郎
）

以
上
８
人
甲
斐
に
護
送
、
知
久
郷
は
焼
き
払
っ
た
。

　
甲
斐
へ
の
護
送
は
、
鉄
の
輪
を
首
に
は
め
、
荒
縄
で

後
手
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
鵜
の
島
に
流
刑
し
た
と
い

う
。
流
刑
後
は
大
原
地
下
衆
３
人
で
番
を
し
た
。

　
一
説
に
河
口
湖
が
結
氷
し
て
氷
を
渡
り
知
久
頼
元

以
下
８
人
、
伊
那
に
逃
げ
帰
っ
た
と
も
あ
る
が
信
じ

が
た
く
、
勝
山
記
は
『
此
ノ
年
冬
雪
降
、
路
次
一
段
能

ク
、
此
年
余
リ
ニ
暖
気
デ
ア
ッ
タ
』
と
し
て
い
る
。
湖

面
結
氷
逃
亡
説
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

そ
し
て
勝
山
記
に
年
明
け
て
、
天
文
24
年
５
月
28
日
、

８
人
は
船
津
浜
に
引
き
出
さ
れ
、
宮
下
助
六
に
よ
っ

て
斬
首
処
刑
さ
れ
た
と
明
瞭
に
記
述
し
て
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
遡
り
ア
イ
ヌ
の
住
居
跡
と
か
、
縄
文
時

代
の
土
器
の
破
片
な
ど
発
見
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て

も
ま
だ
ま
だ
文
献
に
も
な
く
語
り
つ
が
れ
て
い
な
い

流
刑
や
争
い
事
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
発
掘
調
査

で
も
し
た
ら
何
か
出
て
き
そ
う
な
気
も
し
な
い
で
も

な
い
。

　
し
か
し
、
勝
山
記
に
は
、
鵜
の
島
は
戦
国
期
流
刑
の

島
で
あ
っ
た
こ
と
が
リ
ア
ル
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
今
は
、
湖
上
に
浮
か
ぶ
風
光
明
媚
な
島
と
し
て
観

光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
平
和
な
島
で
あ
る
。
　
　

　
　
　
（
参
考
：
旧
勝
山
村
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り
）

　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
佐
野
真
一


